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既存化学物質安全性(ハザード)評価シート 

 

整理番号 99－19 官報公示 
整理番号 

3－543 CAS番号 123－31－9 

 
 
 
名  称 

 
 
 

 
ヒドロキノン 

 
別名：ハイドロキノン 

1, 4-ジヒドロキシベ 
ンゼン 

 

 
 
 
構 造 式

 
 
 

OH

OH  

分 子 式 C6H6O2 分 子 量 110.11 
市場で流通している商品(代表例)1) 
純 度     ：99.8％以上 
不純物     ：ピロカテコール、レゾルシン 
添加剤又は安定剤：無添加 

1. 物理・化学的性状データ 
 外 観：白色固体2) 

 融 点：170-171℃2, 3, 4) 
 沸 点：285-287℃(昇華する)2, 3, 5) 
 引 火 点：165℃6, 7) 

 発 火 点：516℃6) 
 爆 発 限 界：文献なし 
 比   重：d4

20 1.368) 

 蒸 気 密 度：3.80(空気 = 1) 
 蒸 気 圧：8.9×10-3 Pa(6.7×10-5 mmHg)(25℃)9) 

 分 配 係 数：log Pow；0.59(実測値)10)、0.81(計算値)10) 
 加水分解性：加水分解を受けやすい化学結合なし 
 解 離 定 数：pKa1 = 9.91(25℃)、pKa2 = 12.04(25℃)11) 
 スペクトル：主要マススペクトルフラグメント 

m/z 110(基準ピーク, 1.0)、53(0.27)、81(0.23)12) 

 吸 脱 着 性：土壌吸着係数 Koc = 9、549) 
 粒 度 分 布：文献なし 
溶 解 性：ヒドロキノン/水；59 g/ l (15℃)、70 g/ l (25℃)8) 

アルコール、エーテル、ベンゼンなどの有機溶媒に可溶。 
 換 算 係 数：1 ppm = 4.58 mg/m3 
 (気体, 20℃)  1 mg/m3 = 0.218 ppm 
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2. 発生源・暴露レベル 
製造量等：平成 8年度 8,255 t (製造 7,641 t  輸入 614 t)13) 
放出・暴露量：文献なし 
用  途：主な用途として写真現像薬原料、その他用途としてゴム薬品、染料中間体、重

合防止剤1) 

 
 

3. 環境運命 
1) 分解性 
好気的 
良分解14)(化審法) 
試験期間 被験物質 活性汚泥

2週間 100 mg/ l  30 mg/ l
BODから算出した分解度 

70％ 

嫌気的 
 ヒドロキノンに馴化した嫌気汚泥及び未馴化嫌気汚泥による代謝速度は 23.6 mg/ l ･日
及び 9.33 mg/ l ･日、ガス発生量はいずれも 5.7 mg/ l ･日で、ヒドロキノンが完全に無機
化されるには 5～8 ヵ月間必要との報告がある(植種源：都市下水処理場の消化汚泥、ヒ
ドロキノン濃度：800 mg/ l )15)。 
非生物的 

OHラジカルとの反応性 
対流圏大気中では、速度定数 = 2.4×10-12 cm3/分子・secで15)、OHラジカル濃度を 5
×105～1×106分子/cm3とした時の半減期は 8～16時間と計算される。 
直接光分解 
シリカゲルに吸着させたヒドロキノンに 290 nmの光を 17時間照射した時、57％が
二酸化炭素に分解されたとの報告がある(濃度：100 ng/gシリカゲル) 9, 15)。 
酸化 
ヒドロキノンの水溶液に酸素を曝気すると酸化されて着色物(構造は未同定)が生

成されるとの報告がある9)。酸化による消失速度が酸素の取り込み速度に比例すると

して、ワールブルクの呼吸計で測定した酸素の取り込み速度からヒドロキノンの半減

期を算出すると、111時間(pH 7、25℃)、40時間(pH 8、25℃)、0.8時間(pH 9、25℃)
と報告されている15)。 

 
2) 濃縮性 
濃縮倍率15)：ウグイ(Leuciscus idus mekanotus)；40倍(3日後、濃度 50 µg/ l、温度 23℃) 

クロレラ(Chlorella fusca)；40-65倍(1日後、濃度 50 µg/ l ) 
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3) 環境分布・モニタリングデータ16) 

検 出 例 と 検 出 範 囲 
水質 ppb 底質 ppb 魚類 ppm その他 

実

施

年

度 
(平) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界)

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

8 
0/168  
－ 
(0.36) 

36/164  
20～760 
(17) 

 
調査データなし

 
調査データなし 

            B/Aは検出数／検体数を表す。 

 
 
4. 生態毒性データ 

 

分類 生物名 LC50(mg/ l )
(暴露時間)

EC50(mg/ l ) 
(暴露時間) : 影響指標 

OECD 
分類基準(案)17)

藻類 Selenastrum 
 capricornutum15) 

(セレナストラム) 

  0.335(72-h) : 増殖阻害 
 
 

 very toxic 
 

甲殻類 Daphnia magna18) 

(オオミジンコ) 
 
 

 0.13(48-h) : 遊泳阻害  very toxic 

魚類 Oncorhynchus 
 mykiss18) 

(ニジマス)  
Pimephales 
 promelas15) 

(ファッドヘッドミノー) 

 0.044(96-h)
 
  
 0.044(96-h)

  very toxic 
  
  
 very toxic 

   
 

 
5. ほ乳動物毒性データ 
1) 急性毒性7, 19, 20) 

 マウス ラット ウサギ 

 経口 LD50 245-400 mg/kg 310-1,300 mg/kg 540 mg/kg 
 吸入 LC50 － － － 

 経皮 LD50 >3,840 mg/kg 74,800 mg/kg － 

 皮下 LD50 182-190 mg/kg － － 

 静脈内LD50 － 115 mg/kg <100 mg/kg 
 腹腔内LD50 100 mg/kg 160-194 mg/kg 125 mg/kg 
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 モルモット イヌ ネコ 

 経口 LD50 550 mg/kg 200-299 mg/kg 42-86 mg/kg 
 吸入 LC50 － － － 

 経皮 LD50 － － － 

致死量を経口投与した実験では、マウス、ラット、ウサギ、モルモットでは 30-90分以
内に過剰興奮、振戦、痙攣、呼吸困難、チアノーゼがみられ、イヌでは前記症状に加えて

流涎、嘔吐、眼周囲の腫脹、後肢運動失調、ネコでは流涎、眼周囲の腫脹がみられ、これ

らの症状に引き続いて衰弱、低体温、麻痺、反射消失、昏睡、呼吸不全が起こり死亡する。

致死量以下では 3日以内に回復している19)。 
ラットに 200､400 mg/kgを強制経口投与した実験では、投与 24時間以内に顕著な尿中ア
ルカリ性フォスファターゼの増加及び糖尿がみられている19, 21)。 
マウスに 500 mg/kgを皮下投与した実験では、 運動の活発化、反射亢進、光及び音への
過敏反応などの中枢神経系の症状や、呼吸困難、チアノーゼに続いて間代性痙攣、運動疲

弊、麻痺、感覚及び反射の消失、半昏睡がみられ死亡している19)。 

 
2) 刺激性・腐食性 
モルモットを用いた実験で 10％水溶液が皮膚刺激性を有することが報告されている19)。

イヌやモルモットの眼に本物質 1-5 mg を反復点眼した実験で角膜の混濁などの刺激性反
応が観察されている。また、ウサギの眼に 0.1-0.5％溶液を 0.1 m l点眼した実験で弱い刺激

性反応がみられている19)。 

 
3) 感作性 
モルモットを用いたマキシマイゼーション法で強い感作性を示すことが報告されてい

る19)。また、p-メトキシフェノールに感作された動物がヒドロキノンに交差感作性を示す
ことも報告されている22)。 

 
4) 免疫毒性 
マウスに100 mg/kgを腹腔又は静脈内投与した実験で脾細胞や骨髄細胞の減少が報告さ
れている。また、in vitroの実験ではBリンパ球の分化抑制、リンパ球のRNA合成阻害、リ
ンパ球の幼若化反応の抑制、Natural killer活性の低下、マクロファージ機能抑制が報告され
ている19, 20, 23)。 

 

5) 反復投与毒性 
(1) 経口投与 
マウスに 31､63､125､250､500 mg/kg/dayを 5日間/週×2週間強制経口投与した実験で、

250 mg/kg/day以上で振戦、痙攣、死亡がみられている19)。 
マウスに 25､50､100､200､400 mg/kg/dayを 13週間強制経口投与した実験で、25 mg/kg/day
以上で嗜眠、肝臓相対重量の増加、200 mg/kg/day以上で振戦、前胃の潰瘍、炎症、上皮の
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過形成、400 mg/kg/dayで痙攣がみられている19)。死亡例は 200 mg/kg/day以上でみられて
いる19)。 
マウスに 50､100 mg/kg/dayを 15ヵ月間強制経口投与した実験で、100 mg/kg/dayで肝臓
の相対重量の増加、腎臓重量の増加がみられ、肝臓では小葉中心性脂肪変性、巨細胞、多

核細胞がみられている19)。 
マウスに 0.8％の濃度で 96週間混餌投与した実験では、肝細胞肥大と前胃粘膜の過形成
がみられている19, 23)。 
マウスに 50､100 mg/kg/dayを 5日/週×103週間強制経口投与した実験では、肝臓での核
の大小不同症、多核細胞の増加が用量に相関してみられている23)。 
ラットに 63､125､250､500､1,000 mg/kg/dayを 5日間/週×2週間強制経口投与した実験で、

500 mg/kg/day以上で振戦、痙攣、死亡がみられ、1,000 mg/kg/dayは全例が死亡している19)。 
ラットに 7.5､15 mg/kg/dayを 6日/週×40日間強制経口投与した実験では、15 mg/kg/day
で赤血球の大小不同症、多染性、好酸性赤芽球等の血液学的変化がみられている19)。 
ラットに 2.5、25、50 mg/kg/dayを 5日間/週×1、3、6週間強制経口投与した実験で、50 

mg/kg/day でアラニンアミノペプチダーゼ、アルカリ性フォスファターゼ、γ-GTP、N-ア
セチルグルコサミニダーゼの排泄増加がみられ、間質の炎症、変性/再生尿細管が多くみら
れている。また、近位尿細管の増殖活性が上昇している19, 23)。 
ラットに 5 ％の濃度で 9 週間混餌投与した実験で、顕著な体重減少、再生不良性貧血、
骨髄細胞減少、脾臓のリンパ減少、肝細胞萎縮、脂肪組織萎縮、横紋筋萎縮、腺胃粘膜の

潰瘍及び出血がみられている19, 22, 24)。 
ラットに 5、10 mg/kg/dayを 4ヵ月間強制経口投与した実験で、10 mg/kg/dayに死亡がみ
られている19)。 
ラットに 20､64､200 mg/kg/dayを 5日/週×13週間強制経口投与した実験で、64 mg/kg/day
以上に振戦、運動低下、200 mg/kg/dayで体重増加の抑制及び摂餌量の低下がみられ、NOEL
は 20 mg/kg/dayとされている19)。 
ラットに 25､50､100､200､400 mg/kg/day を 13 週間強制経口投与した実験で、100 

mg/kg/day以上に肝臓相対重量の増加、200 mg/kg/day以上に嗜眠、体重増加抑制、振戦、
痙攣、前胃の炎症及び過形成、また尿細管上皮の変性及び再生、尿細管の萎縮及び拡張、

尿円柱、糸球体硬化、間質線維化、慢性炎症などの腎症、さらには死亡がみられ、400 
mg/kg/dayでは全例死亡している19, 23)。 
ラットに 25､50 mg/kg/dayを 15ヵ月間強制経口投与した実験で、雄は高用量群に腎臓及
び肝臓の相対重量増加、用量に相関した腎症の程度の悪化がみられ、雌は高用量群にヘマ

トクリット値、ヘモグロビン濃度、赤血球数の減少がみられている19)。 
ラットに 25､50 mg/kg/day を 5 日/週×103 週間強制経口投与した実験で、50 mg/kg/day
で腎症の悪化がみられている19, 23, 24)。 
イヌに 100 mg/kg/day を 26週間混餌投与した実験では影響はみられていない19)。また、

イヌに 16 mg/kg/dayを 80週間、あるいは 1.6 mg/kg/dayを 31週間、引き続き 40 mg/kg/day
を 49週間混餌投与した実験では影響はみられていない19)。 
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(2) 経皮投与 
マウスに 300､600､1,200､2,400､4,800 mg/kg/dayを 5日間/週×2週間投与した実験では影
響はみられていない19)。 
ラットに 240、480、1,920、3,840 mg/kg/dayを 5日間/週×2週間投与した実験で、3,840 

mg/kg/dayで体重の低値がみられている19, 24)。 

 
6) 変異原性・遺伝毒性 

試験方法 試験条件 結果*

ネズミチフス菌 TA100、TA1535、TA1537、
TA98  S9(+/-)  <333 µg/m l  23)  

－ 

ネズミチフス菌 TA100、TA1535、TA1537、
TA1538、TA98、TA97   
S9(+/-)  <1,000 µg/plate19)  

－ 

復帰突然変異試験 

ネズミチフス菌 TA104、S9(-)  25 µg/ml 23) + 
前進突然変異試験 酵母MP1  S9(-)  1,320 µg/m l 23) + 

マウスリンフォーマ試験 マウスリンフォーマ L5178Y 細胞  S9(-) 
2.5 µg/m l 19) 

+ 

染色体異常試験 CHO細胞  S9(+)  450 µg/m l  
(但し S9(-)は陰性)23)  

+ 

in vitro 

姉妹染色分体交換試験 CHO細胞  S9(+/-)  0.5 µg/m l 23)  + 
CD-1マウス 20 mg/kg 腹腔内投与23)  + 小核試験 

(101/E1×C3H/E1)F1マウス 
15 mg/kg×3回  腹腔内投与23) 

+ 

in vivo 

染色体異常試験 (101/E1×C3H/E1)F1マウス、精母細胞及び

精原細胞  40 mg/kg  腹腔内投与23)  
+ 

*－：陰性 ＋：陽性 

 
7) 発がん性 

(1) 経口投与 
B6C3F1マウスに 50、100 mg/kg/dayを 5日/週×103週間強制経口投与した実験で、雌で
は、50 mg/kg/day以上で肝細胞腺腫又は肝細胞癌の発生率の有意な増加がみられてい
る19, 22, 24)。 

B6C3F1マウスに雄 1,046、雌 1,486 mg/kg/day相当量を 96週間混餌投与した実験で、雄
では、肝細胞腺腫の発生率の有意な増加がみられている19, 23)。 

F344ラットに 25、50 mg/kg/dayを 5日/週×103週間強制経口投与した実験で、雄では、
25 mg/kg/day 以上で腎細胞腺腫の発生率の有意な増加がみられている。雌では、50 
mg/kg/dayで単核球性白血病の発生率の有意な増加がみられている19, 22, 24)。 

F344ラットに雄 351、雌 368 mg/kg/day相当量を 104週間混餌投与した実験で、雄では、
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腎細胞腺腫の発生率の有意な増加がみられている19, 23)。 

 
8) 生殖・発生毒性 
(1) 経口投与 
ラットに 500 mgを妊娠期間投与した実験で、吸収胚が増加している22)。 
ラットに 15、50、150 mg/kg/dayを強制経口投与した 2世代実験で、50 mg/kg/dayの F0

雄と 150 mg/kg/dayの F0、F1雌雄で振戦、50、150 mg/kg/dayの F1雄で体重の低値がみら

れたが、生殖能に異常は認められていない25)。 
ラットに 30、100、300 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 15日目までの 10日間強制経口投
与した実験で、300 mg/kg/dayで母動物において体重増加抑制、摂餌量減少がみられ、胎
児において体重の低値、椎骨変異の増加がみられたが、奇形はみられていない19)。 

 
 

6. ヒトへの影響 
1) 急性影響 

大人が 1 gを誤飲した事故例では、頭痛、耳鳴り、嘔吐、めまい、窒息感、呼吸異常、
チアノーゼ、昏睡さらには尿の緑色化がみられている20)。また、アメリカ海軍の船上で写

真の現像液からヒドロキノンが冷水器に混入した事故では 544名の乗務員が暴露され、め
まい、吐き気、下痢が報告されている22)。 
自殺目的で摂取した例では、ヒドロキノン単独、又はヒドロキノンを含む写真の現像液

を経口摂取して死亡している。これらの例での摂取量は 3-12 g、80-200 mg/kgとされてい
る。主な症状は振戦、嘔吐、腹痛、頭痛、頻脈、痙攣、反射消失、暗色尿、呼吸困難、チ

アノーゼ、昏睡である19)。 
高濃度での暴露では眼への刺激、流涙、角膜の潰瘍がみられる19, 20, 22)。眼への刺激は 2.25 

mg/m3(0.5 ppm)の暴露で認められている19)。 
皮膚では皮膚炎が発症し19, 20)、1％含有液の塗布で皮膚刺激とアレルギー症状が報告され
ている19)。 

 
2) 慢性影響 

2人の男性ボランティアに 500 mgを 5ヵ月間、あるいは男性、女性のボランティア 17
人に 300 mgを 3-5ヵ月間経口摂取させた実験では血液、尿に影響はみられていない19, 20)。 

840人の人種の異なる男性ボランティアで行ったパッチテストでは、3％以下で影響はみ
られていないが、より小規模な別の実験では 5％を含むクリームで適用部位での紅斑や痛
みなどの一次刺激性が高頻度でみられている19)。 

2％のハイドロキノンを含むクリームを 2ヵ月間使用した後に、5％のヒドロキノンモノ
ベンジルエーテルを含むクリームを使用し、その 2日後に急性の皮膚炎が生じており、ヒ
ドロキノンとヒドロキノンベンジルエーテルとの交差感作性が報告されている。パッチテ

ストでは 2つとも陽性を示している。ヒドロキノン単独の感作性は弱いが、ヒドロキノン
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モノベンジルエーテル使用後の感作性は高頻度でみられている19)。 
本物質を脱色剤として 1.5-2％含むクリームがあり、本物質はメラニンの生成を抑制する

19)。本物質を 5％含む強い脱色クリームを約 3 年使用した黒人で組織褐色症が発生してい
る19)。また、2％の濃度でも組織褐色症や、白斑が報告されている19)。 
写真の現像液の使用では、0.06％の濃度で白斑がみられ、組織学的にメラノサイトとメ
ラニン色素の減少が観察されている19)。 
職業的暴露で角膜と結膜の変色が 0.01-3.2 ppm(0.05-14.4 mg/m3)の 2年以上の暴露で認
められている19)。 

 
3) 発がん性26, 27, 28) 

機 関 分 類 基 準 

EPA(1999年) － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

EU(1998年) － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

NTP(1998年)  1999年現在発がん性について評価されていない。 

IARC(1999年) グループ 3 ヒトに対する発がん性について分類できない物質。

ACGIH(1998年) A3 動物に発がん性を示す物質。 

日本産業衛生学会(1999年) － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

フィルム関連会社でのいくつかの疫学調査が報告されているが、いずれにおいても有意

な腫瘍発生率の上昇は認められていない19)。 

 
4) 許容濃度27, 28) 

機関名 許容濃度 経皮吸収性 

ACGIH(1998年) 2 mg/m3 － 

日本産業衛生学会(1999年) 記述なし － 

 
 

7. 生体内運命 

本物質は速やかに消化管及び気管から吸収される。皮膚からの吸収は緩やかであるがア

ルコールなどの媒体の存在下では吸収速度が増加する。in vivoでのヒトの皮膚吸収速度は
3 µg/cm2/hであり、このときの皮膚透過係数は 2.25×10-6 cm/hであったとの報告がある19, 23)。 
消化管及び気管から吸収された本物質は速やかに広範囲の組織に分布する。ラットに放

射標識した本物質を投与した実験では、経口投与及び気管内投与では組織全体への分布が

認められているが、特に腎臓及び肝臓への分布が顕著である。しかし静脈内投与した場合

には、骨髄、胸腺及び脾臓の白脾髄への分布が認められており、投与経路の違いにより本

物質の分布が変化することが示唆されている19)。 
本物質は主に第二相代謝によりモノグルクロニド、モノサルフェート及びメルカプツー

ル酸誘導体などの水溶性の抱合体へと変換され主に尿中へ排泄される。ラットに放射標識

した本物質 200 mg/kgを単回経口投与した実験では、48時間以内に尿中に投与量の約 90％
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の放射活性がみられ、糞、屍体及び呼気中にはそれぞれ 4、1.2 及び 0.4％が認められてい
る。このときの尿中放射活性の 50-60％がヒドロキノンモノグルクロニド由来、25-42％が
ヒドロキノンモノサルフェート由来である20, 22, 24)。しかしながらラット及びウサギに 50 
mg/kgを腹腔内投与した実験では、尿中代謝物の約 12％が 1, 2, 4-トリヒドロキシベンゼン
であったとの報告があり、投与経路により代謝のプロファイルが変化することが示されて

いる19)。 
ラットに 25又は 350 mg/kgを投与した実験で、尿中代謝物の投与量に対する比率に用量
に相関した違いがみられており、高用量で排泄過程が飽和していることが示されている。

また、血中濃度の経時的変化に二つのピークがみられ、このことは腸管循環が存在するこ

とを示している19)。 
男性ボランティアに 0.5 g/dayまでを経口投与した実験では、投与量の 8-15％が未変化体
として、40％が抱合体として尿中に排泄されている22)。 
本物質はベンゼンの代謝過程において産生される物質であること24)及びペルオキシダーゼ

によって反応性の高い 1, 4-ベンゾキノンへと代謝されうることが指摘されている23)。 

 
 

8. 分 類(OECD分類基準・案17)) 
1) ほ乳動物に対する急性毒性は、経口投与ではマウス、ラット、ウサギでクラス 4、経皮投
与ではマウス、ラットでクラス 5に分類される。 

2) 水圏環境生物に対する急性毒性は、藻類、甲殻類及び魚類のいずれに対しても very toxic
に分類される。 

 
 

9. 総合評価 
1) 危険有害性の要約 
ヒトへの影響として、経口摂取では急性影響として頭痛、めまい、嘔吐、呼吸困難、チ

アノーゼ、昏睡等がみられ、3-12 gで死亡がみられる。また高濃度の暴露で眼への刺激性
や傷害性、皮膚への適用で皮膚炎やアレルギー反応がみられ、皮膚への長期適用で組織褐

色症や白斑が報告されている。実験動物でも眼、皮膚への刺激性と感作性が報告されてい

るほか、中枢神経系、前胃、肝臓、腎臓、骨髄、脾臓への影響が報告されている。変異原

性・遺伝毒性については in vitro、in vivoで陽性が多く報告されている。発がん性について
は実験動物ではラットで腎細胞腺腫、単核球性白血病、マウスで肝細胞腺腫/癌の有意な増
加がみられているが、ヒトでは発がん性との関連が報告されておらず、IARCはグループ 3
に分類している。 
本物質は環境中に放出された場合、大気中での OH ラジカルとの反応による半減期は 1
日以内と計算される。水圏では主として生分解される。この他に嫌気的分解、直接光分解

及び酸化により消失する。環境庁のモニタリングデータでは底質から検出されたことがあ

る。水圏環境生物に対する急性毒性は藻類、甲殻類及び魚類で非常に強い。 
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2) 指摘事項 
(1) 眼、皮膚に刺激性を有し、感作性も報告されている。 
(2) 中枢神経障害や血液への影響がみられる。 
(3) 変異原性で陽性の報告が多く、マウスとラットで肝臓、腎臓及び血液の癌がみられてい
る。 
(4) 水圏環境生物に対する毒性が非常に強い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成 12年 4月作成 
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ほ乳動物毒性シート（発がん性） 
 
動物種・系統 投与経路 試験条件 試験結果(腫瘍部位、発生頻度、タイプなど) 文献  
マウス 
(B6C3F1) 

経口 

(強制)

用量 : 
雌雄 50、100 mg/kg/day 
投与期間 : 5日/週×103週 
 

(mg/kg/day)  対照  25  50  
雌 
肝臓 
肝細胞腺腫  2/55  15/55  12/55 
肝細胞癌  1/55  2/55  2/55 
 

1), 2), 
3) 

 

マウス 
(B6C3F1) 

経口 

(混餌)

用量 : 
雄 1,046、雌 1,486 mg/kg/day相当
量 
投与期間 : 96週 
 

(mg/kg/day)  対照  0.8  
雄 
肝臓 
肝細胞腺腫  6/28  14/30  
 

2), 4)  

ラット 
(F344) 

経口 

(強制)

用量 : 
雌雄 25、50 mg/kg/day 
投与期間 : 5日/週×103週 
 

(mg/kg/day)  対照  25  50  
雄 
腎臓 
腎細胞腺腫  0/55  4/55  8/55 

雌 
単核球性白血病 9/55  15/55  22/55 

 

1), 2), 
3) 

 

ラット 
(F344) 

経口 
(混餌)

用量 : 
雄 351、雌 368 mg/kg/day相当量
投与期間 : 104週 
 

(mg/kg/day)  対照  0.8  
雄 
腎臓 
腎細胞腺腫  0/30  14/30  
 

2), 4)  

 
引用文献： 1)  National Toxicology Program(NTP)Technical Report Series, 366(1989). 
      2)  IPCS, Environmental Health Criteria, 157(1994). 
      3)  ACGIH, Documentation of the Threshold Limit Values and Biological Exposure Indices(1991). 
      4)  IARC Monographs on the Evaluation of the Carcinogenic Risk of Chemicals to Humans, 71(1999). 
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ほ乳動物毒性図（経口投与） 
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